































































































































































































































































































































































































































































































































立脚する合理性 研究手法 アプローチの優れた点 アプローチの限界
対象は、予測可能で直接








































































































不可能性 オーバーシュート 社会システムの硬直性 社会病理
基点 環境収容力 レジリアンス 人間性
定義
エコシステム（自然資本）を将
?｢代に継承していく事ができ
髀�ﾔ
社会システムが予測不可能な問題に
ﾎして十分な再組織化の能力を持って
｢る状態
人間に不可欠な「生の様式」を未来
｢代に継承していく事ができる状態
表一3　三っの持続可能性／持続不可能性
i麟借繰｝
i｝淳杢蓑／霞裏主義i
〔輪シスiムの痔綱徒性メ
　　／壷忌…べ＼
卜《　　磯騨方｝
〆べぺ㌻べ、．．／
　　　ざ斗一一一て
賠♪・1アノ勺　、　　＼　＼・
禰度麟
生嘉簿試
暴ヨ・1橡競て（㌻綴貢徽儂
〉一←・〉一＼tt
　　A賜の筒綾碗篭性
　　ば搬蛋ざ糠☆
　　奪竃窮込栽
図一3　三っの持続可能性／持続不可能性のイメージ（左）分析的歴史過程のイメージ（右）
A）分析枠組み
　論点を明確にするために、「持続可能性」の概念を中心に起き、その概念構造を深化させる。例えば持続
可能な状態では、社会と生態系の関係性や人間存在のあり方はいかなる状態にあるのかuこれらを分析す
るために、「環境の持続可能性／持続不可能性」、「社会システムの持続可能性／持続不可能性」、「人間存在
の持続可能性／持続不可能性」という三つの概念を設定し、それらの有機的な関連性について明らかにす
る、
B）社会モデル
　次に、先の概念を扱う際、現在を、環境、社会システム、人間存在のいずれもが“持続不可能”な状態に
あると定義し、これらの三つの持続可能性が同時に達成できた姿こそ、われわれの向かうべき社会的ビジ
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　　　　東洋大学「エコ・フィロソフィ」研究　Vol．4　別冊　シンホシウム・講演会・セミナー編
ヨンであると、定義する
C）歴史哲学
　先の三っの持続不可能性の本質的な原因、および持続可能性への契機について、ひとつの歴史モデル（物
語）として描く　その際、①われわれの世界像・世界観の変遷、②社会様式の変遷、③人間の関係性・存
在・生活の様式の変遷という三つの様式の有機的な変遷過程を明らかにする　そしてそのような三つの様
式の変遷過程から、先の“三つの持続不可能性“がなぜ生じたのか、またいかにしで’三つの持続可能性叫’が
同時に達成できるのかを明らかにするのである、
　当然ここでは、近代的世界像と環境危機の本質的な関係性を描き出した先人たちの取り組みをわれわれ
は生かすべきであるし、ここにはまた「社会的Xコロジズム」　　彼らの多くはドグマティズムに陥って
いたものの　　の成果も批判的に生かしていくことが必要である．さらに、環境危機と人間存在の問題一
　特に現代社会における人間的・社会的病理の問題　　を明らかにしようとしてきた日本の研究者の成果
は、この取り組みの大きな基礎となる］9。
　以上の研究モデルは、あくまで筆者が取り組んでいる課題であり20、“環境思想の思想構築”という課題
に対Lては、それぞれがそれぞれのやり方を開発していけばよいだろプしかし重要なことは、われわれ
が先の三つの条件を踏まえた「思想の構築」を、今以上に行っていかなければならないということである、
　おそらく今、環境思想にもっとも求められているのは、環境危機の本質をわれわれの数万年の歴史過程
の中から明らかにしっっ、また、環境危機を乗り越えた先にある、われわれが本質的に向かうべき社会の
様式とは何か、そしてそこでの人間存在の在り方とはいかなるものか、を問うことである。そしてこれを
本格的に行えるのは、学際的環境学の中においても、「思想的アプローチ」を得意とする環境思想以外にお
いて他にないだろう。
※本稿は『環境思想・教育研究』第3号へ投稿されたオリジナル稿をべ一スとしている
19実はこの「思想構築」という研究領域の足場を築いたのは、尾関周二を初めとして、鬼頭秀一、亀山純
生など、東京農工大学を拠点として活躍した研究者たちであった。特に“環境危機と人間の危機が不可分
である”というテーゼを引き出した尾関の功績は、日本の環境思想研究において重要な意味を持っ．
20数年内に、この研究モデルに基づく研究成果を『近代批判の環境思想』として出版したいと考えている一
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